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総総 論論

１１ 山山梨梨県県ススポポーーツツ協協会会ののああゆゆみみ

山梨県スポーツ協会（以下「本協会」という。）は、昭和４年に山梨県体育協会として

創立以来、 余年にわたり山梨県内のアマチュアスポーツ団体を統括し、スポーツの

振興・発展のためにスポーツ少年団の育成、国民スポーツ大会への選手派遣や競技力向

上対策本部の運営、山梨県体育祭りや山梨県スポーツ・レクリエーション祭、県一周駅

伝競走大会の開催、総合型地域スポーツクラブ（以下「総合型クラブ」という。）の育

成等の各種事業に取り組んできました。

この間、平成 年に山梨県県民スポーツ事業団との統合がなされ、平成 年には管

理する県有体育施設に指定管理者制度が導入される等、本協会を取り巻く状況は目まぐ

るしく変化しました。

また、日本体育協会が「日本スポーツ協会（以下「 」という。）」に名称変更した

ことを踏まえ、平成 年４月１日にはスポーツの統一組織として、多くの人々にスポ

ーツへの参画を促しスポーツという文化を後世に継承していくことを基本的な考え方

として「公益財団法人山梨県スポーツ協会」に名称を変更しました。

この名称変更時の基本的な考え方や、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営む」

というスポーツ基本法に記載された「全ての人々の権利」を確保していけるよう、各種

事業に取り組んでいます。

２２ 計計画画策策定定のの経経緯緯・・計計画画のの期期間間

第３期スポーツ推進計画（以下「第３期推進計画」という。）は、国の「第３期スポ

ーツ基本計画（令和４年３月）」、山梨県の「山梨県スポーツ推進計画（令和６年３月）」、

の「ＪＳＰＯ中期計画 」を踏まえ、本協会が目指すスポーツ振興のあり

方と取り組むべき施策を明確にし、「分かり易い言葉でみんなに見て、読んでもらえる

計画にする」をコンセプトに、スポーツ振興委員会での議論を踏まえ、本協会の既存事

業と新規事業を融合させた６つの柱を基軸として、その実現のために検討・実施してい

く内容を取りまとめました。なお、その期間は山梨県の施策である「山梨県スポーツ推

進計画」と年数を合わせて、期間を令和７年４月１日から令和 年３月 日までの３

年間としました。
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３３ 第第３３期期推推進進計計画画のの概概要要

本協会のスポーツ推進計画は、国の「スポーツ基本計画」、山梨県の「山梨県スポー

ツ推進計画」、 の「スポーツ推進方策」を踏まえ、第１期並びに第２期では、各事

業においてスポーツ活動の根底にある「楽しい」「面白い」や「喜び」を、老若男女問

わず多くの県民に感じていただけるような「する」「みる」「ささえる」の各種スポーツ

事業を実施の重点に置き、第１期で掲げた 年後の理想に向けての各事業の取組みを

行ってまいりました。

この間、少子高齢化、働き方改革による余暇時間の増加、コロナ禍におけるスポーツ

の楽しみ方、多様な価値観でのスポーツ活動など、スポーツを取り巻く環境が目まぐる

しく変化してきました。そのような中で開催された東京 オリンピック・パラリン

ピック競技大会や 甲府の天皇杯優勝、さらに高校生スポーツ（サッカー、野球、バ

レーボール、バスケットボール、ハンドボール等）における歴史的な躍進を目の当たり

にし、スポーツには日々の生活や社会に活力を与える重要な価値があることを再認識い

たしました。

第３期推進計画では、国の基本計画における新たな視点である、スポーツを「つくる

はぐくむ」、様々な人が「あつまり」「ともに」活動して「つながり」を感じて誰もが

スポーツを行えることや、県の推進計画にある「だれもが、いつでも、どこでもスポー

ツに親しめる豊かなやまなしをつくる」の基本理念の下での「スポーツによる共生社会

の実現」「スポーツによる経済の好循環」などの基本方針を踏まえ、第１期から施策の

柱となっている６つの推進項目①「子どものスポーツ機会の充実」②「生涯スポーツ活

動の推進」③「競技スポーツの推進」④「スポーツ環境の整備」⑤「国際スポーツ交流

の推進」⑥「安心してスポーツに取り込めるスポーツ環境の推進」は継続し、「誰もが

スポーツに楽しめる機会の提供」や「スポーツツーリズムの推進」など新たな視点での

取り組みのほか、令和 年に本県での開催が内々定している「第 回国民スポーツ大

会」「第 回全国障害者スポーツ大会」に向けた競技力向上や施設整備などを見据えつ

つ、県民のスポーツへの関心が高まる事業を推進していきます。

（（１１）） 子子どどももののススポポーーツツ機機会会のの充充実実

経経緯緯

未来を担う子どもたちの健全な発育、発達、育成におけるスポーツの重要性を踏

まえて「子どものスポーツ機会の充実」を第一の課題としました。具体的な問題点

としては、体力（基礎的運動能力）低下や、スポーツ参加の二極化、さらに少子化

に伴うスポーツ少年団員減少があげられました。これらの課題解決の方策として

「スポーツ少年団の育成」「スポーツの巡回指導」を、２本柱として事業を進めて

まいりました。
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今今後後のの方方策策

１）スポーツ少年団の育成

これまで、スポーツ少年団に加入する「団員数」の増加を目標に掲げましたが、

児童・生徒の減少に伴う団員数の減少は避けられない状況にあることから、第３

期においては児童・生徒数に対するスポーツ少年団への「加入率」を指標にする

こととしました。また、スポーツ少年団の理念と意義の浸透を図り、健全でゆと

りあるスポーツ少年団活動を推進していきます。

２）スポーツ機会の提供

小瀬スポーツ公園などでの気軽にスポーツに触れる機会の提供や、「子どもス

ポーツ・キャラバン」を開催し、運動の基本動作となる走・跳・投に加え、軽ス

ポーツなどを通して成功体験ができるプログラムを盛り込むことで、「楽しい」

「面白い」に加え、「できた」喜びや自信を味わえるスポーツプログラムの提供に

努めていきます。

（（２２）） 生生涯涯ススポポーーツツ活活動動のの推推進進

経経緯緯

より多くの県民が生涯にわたってスポーツ活動を楽しむことができるよう、年代

や体力、志向に応じて気軽に参加できるスポーツ教室やイベントを開催するととも

に、地域に出向いての高齢者向け体力測定や、障がい者スポーツの推進にも取り組

んでいくこととし、「スポーツ大会の開催」「参加機会の充実」「地域スポーツの推

進」「障がい者スポーツの推進」の４事業を実施してまいりました。

今今後後のの方方策策

１）スポーツ大会及びスポーツイベントの開催

「山梨県体育祭り」は多年代が参加できる種目の実施や合同チームでの参加、

「山梨県スポーツ・レクリエーション祭」では参加年齢の拡大や初心者でも参加

できる種目の実施、「山梨県一周駅伝競走大会」では を活用した大会開催中

の模様を配信する取り組みなどを推進していきます。また、令和６年度から本協

会独自の取組として「スポーツ参画人口拡大を目指した新規事業『スポくる！』

を開催しており、今後もプロスポーツクラブやトップアスリート、スポーツ関係

団体とも連携し、県民のスポーツへの関心を高めていくスポーツイベントを開催

していきます。

２）スポーツ教室・スポーツセミナーの開催

小瀬スポーツ公園をはじめとする管理施設においては、多年代が参加できるよ

う「こどもかけっこ」や一般向けの「テニス」「サッカー」「陸上」「フィギュア」、

高齢者向けの「マスターズ」などの教室を開催しています。また、誰もが参加可

能な健康・体力つくりのミニセミナーを開催し、さらなる参加機会の充実を図っ

ていきます。
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３）地域スポーツ活動の充実・支援

地域や職場等で世代を超えて気軽に楽しむことができる軽スポーツ 種目の

用具の無料貸出しや、地域へ出向いてのスポーツ指導など、県民が気軽にスポー

ツ活動を行えるよう支援します。また、各スポーツ関係団体と連携し、地域で行

われるスポーツ活動の様々な問題の解決にも取り組みます。新たに「共生社会の

実現に貢献する取り組み」として、障がいのある方が気軽にスポーツに触れ合う

ことのできる教室やイベントを開催するなど、山梨県障害者スポーツ協会等の関

係団体と連携し、パラスポーツの活性化を図っていきます。

（（３３）） 競競技技ススポポーーツツのの推推進進

経経緯緯

各競技における本県選手の活躍は、県民のスポーツへの関心を高め、活力をもた

らすことが期待されることから、本協会では、日本最大の国民スポーツの祭典であ

る国民スポーツ大会（国民体育大会）に重点を置き、競技力向上対策本部を設置し、

各競技団体と連携した各種事業を推進してまいりました。また、国民スポーツ大会

関東ブロック大会（ 年度・ 年度）と国民体育大会冬季大会スケート競技会

（ 年度）を本県において開催し、両大会とも成功裏に終了いたしました。

今今後後のの方方針針

本県の国民体育大会における過去 年の平均順位（ 位）は、人口規模（ 番

目）を上回っています。そのような中、本県としては昭和 年以来２回目となる

国民スポーツ大会本大会が令和 年に本県で開催されることが内々定いたしまし

た。各都道府県の競技力が年々向上する厳しい状況の中ですが、第 回国民スポ

ーツ大会において本県選手団は天皇杯得点（男女総合）で 点、 位を収めてお

り、この成績を追い風に各競技団体との連携をこれまで以上に強化し、２巡目国ス

ポの際に成年選手として出場が想定されるジュニア世代の子ども達を対象にした

「ジュニアアスリート・トータルサポート事業」や競技団体への選手強化の支援、

スポーツ医・科学分野のサポートにも取り組んでいきます。

また、令和９年１月に９年ぶりに本県で開催される「第 回国民スポーツ大会

冬季大会スケート競技会」に向け、施設整備の検討や大会運営支援、競技力向上施

策などの支援も行い、大会の成功に向けて万全を期してまいります。

（（４４）） ススポポーーツツ環環境境のの整整備備

経経緯緯

生涯にわたりスポーツに親しむうえで重要な役割を担う要素を「人」「場所」「啓

発」として、年齢や体力・個性に合わせて正しい指導ができる「人材（スポーツ指
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導者）の養成」、本協会が指定管理者となっている小瀬スポーツ公園等の管理運営

に取り組む「スポーツ拠点の充実」、さらにスポーツ情報発信として各種表彰やコ

ンクールの実施に加え、 を活用した「スポーツ啓発事業」などの３事業に取り

組んでまいりました。

今今後後のの方方策策

１）人材の養成・育成

スポーツ少年団等の指導者資格である「スタートコーチ（ジュニアユース）」

の養成講習会を現在は年３回実施しています。今後もスポーツ少年団の理念を学

んだ指導者が必要なことから継続して実施していきます。また、多様なスポーツ

活動を推進するスポーツ指導者の養成も競技団体と連携し実施しています。これ

らの指導者の資質が向上し資格が更新できる研修会を実施していきます。

２）スポーツ拠点の充実

本協会の管理施設においては、無休営業や利用時間の延長、利用期間の拡大、

回数券の設定に加え、効果的なトレーニング機器の導入や、夜間照明の無料開放

イベント「ジョギングでナイト」などを開催し、多くの県民に利用していただい

ています。「利用者が来園しやすい環境づくり」を基本に、本県で開催される２巡

目国スポでの施設利用を見通しつつ、今後はさらなる利用者ニーズの把握とそれ

を生かした管理運営や、生涯スポーツを推進できる施設の整備を実施し、県と連

携しバリアフリー化を含めたスポーツ施設の整備を推進していきます。

３）スポーツ情報発信

令和元年度から本協会の管理施設における施設情報やイベント、各種スポーツ

教室、スポーツコラム、月間行事予定などを掲載した「 小瀬」「 北

麓」を発行しています。また、スポーツ情報の発信手段として （ ・

Ｘ）を開設し、大会やイベントの様子、管理施設での季節ごとの情景の配信、空

き施設情報の配信に取り組んでいきます。

４）スポーツツーリズムの推進

近年、本県で開催されているスポーツイベントは国際的な大規模イベントから

地域密着型のプロスポーツ、参加型のアウトドアスポーツイベントまで、地域の

活性化に資するイベントが数多く存在します。本県独自のスポーツ資源（人材や

施設等）を有効活用したスポーツイベントを開催し、県内におけるスポーツ参画

人口の拡大を図ることで山梨県のスポーツツーリズムの推進を図ります。

（（５５））国国際際ススポポーーツツ交交流流のの推推進進

経経緯緯

スポーツは年齢や性別だけでなく、言葉や国境を越えて楽しむことがきる世界共

通の文化です。本協会では と連携した国際交流としてドイツ、中国、韓国、

ロシアとの交流の機会を設けています。特にスポーツ少年団においては、団員や指
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導者のドイツスポーツクラブ「スポーツ・ユーゲント」への派遣や、ドイツ団員の

各市町村スポーツ少年団への受入事業を隔年で実施してまいりました。

今今後後のの方方策策

日独交流事業については、第１期からの推進計画期間中に団員３名、指導者１名

の派遣を行い、受入事業では、平成 年度に南アルプス市、平成 年度に都留市、

令和元年度に大月市、令和５年度には笛吹市において交流が行われました。令和７

年には峡中・峡南地域の７市町が協力し受入事業を実施いたします。今後もこの日

独交流事業を継続していくほか、日中・日韓交流事業に関しても継続的に実施して

いきます。

（（６６））安安心心ししててススポポーーツツにに取取りり組組めめるるススポポーーツツ環環境境のの推推進進

経経緯緯

スポーツの文化的地位が高まっている一方で、その地位を脅かすような暴力行為

やドーピング等の不正行為、スポーツ活動中のハラスメント等が問題となっていま

す。このことからスポーツの基本的な精神であるフェアプレイの向上や、スポーツ

活動する人を束ねるスポーツ団体における組織の透明性の確保に向けて「スポーツ

界の透明性、公平・公正性の向上」と「各種補償制度の推進」に取り組んでまいり

ました。

今今後後のの方方策策

スポーツにおける公平性や公正性を保つため「フェアプレイの推進」「スポーツ・

インテグリティの確保」が必要であります。不適切な行為は、スポーツの持つ誠実

性・高潔性（スポーツ・インテグリティ）を著しく損なうものであり、「フェアプレ

イの推進」と「スポーツ・インテグリティの確保」は最重要課題として取り組んで

いきます。また、スポーツ現場において問題になっている体罰や暴言等のハラスメ

ントへの対応策として「スポーツにおける暴力等相談窓口」を設置し、スポーツ指

導の経験豊富な担当者を配置して問題解決へのサポートやアドバイスを行ってい

き、「ＮＯ！スポハラ」活動を推進します。

ドーピングはスポーツ・インテグリティを失墜させる大きな要因であるため、ア

ンチドーピング講習会を定期的に開催しスポーツ・インテグリティの確保を推進し

ます。

各スポーツ団体においてもこれまで以上のコンプライアンス（法令順守）や、ガ

バナンス（組織統治）の構築を課題として取り組む態勢を整えます。

また、多くの方々が安心してスポーツ活動に取り組んでいただくことを目的とし、

スポーツを行う団体に向けてスポーツ安全保険の加入促進や、万が一怪我があった

際に、スポーツ傷害見舞金を活用していただけるよう、補償制度の周知を推進しま

す。
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スポーツ少年団の活性化と適切な組織運営

団員交流事業の促進

市町村スポーツ少年団の組織強化

２ スポーツ機会の提供
スポーツ体験コーナー・ブースの提供
スポーツキャラバン事業の実施

山梨県体育祭りの開催

山梨県スポーツ・レクリエーション祭の開
催

山梨県一周駅伝競走大会の開催

スポーツイベントの開催

プロスポーツクラブやトップアスリート、
スポーツ団体との連携・共創

スポーツ大会・スポーツイベントの誘致

スポーツ大会助成

２ スポーツ教室及びスポーツセミナーの
　 開催

健康・体力つくり教室の開催
健康・体力つくりセミナーの開催

３ スポーツボランティア活動の推進 スポーツボランティアの活用推進

指導者派遣事業の実施

軽スポーツ用具の貸出し事業の実施

指導者バンクの運用

スポーツ振興ブロック会議の開催

山梨県スポーツ推進委員協議会との連携協
働

山梨県スポーツ指導者協議会との連携協働

総合型地域スポーツクラブとの連携協働・
育成

スポーツ教室・スポーツイベントへの
障がい者の参加促進・支援

山梨県障害者スポーツ協会、やまなしパラ
スポーツセンターとの連携・協力

国スポ開催の目標設定及び推進体制の確立

情報収集及び
競技団体・開催市町村との連携

スポーツの楽しさ・喜びの周知及び
県民のスポーツへの関心度の向上

小瀬スポーツ公園アイスアリーナの整備

大会運営支援

競技力向上対策

各種会議の開催

選手所属機関への訪問・合宿激励

競技団体個別会議

競技団体強化組織推進

企業スポーツ連絡協議会との連携

スポーツ医・科学委員会との連携

第１章
子どものスポーツ機会の
充実

子どもの運動習慣の確立

１ スポーツ少年団の育成

第２章
生涯スポーツ活動の推進

参加機会の充実

１ スポーツ大会及びスポーツイベントの
　 開催・誘致・助成

地域スポーツの推進

　　　　　　４　　　　第３期　スポーツ推進計画　体系表

推進項目 大施策項目 中施策項目 具体的な施策

４ 地域スポーツ活動の充実・支援

５ 地域スポーツ活動の推進

共生社会の実現に貢献す
る取組

６ 誰もがスポーツに親しめる機会の提供

１ 第86回国民スポーツ大会の開催に向け
    た取り組みの推進

国民スポーツ大会の開催

２ 第81回国民スポーツ大会冬季大会スケ
    ート競技会の開催に向けた取り組みの
    推進

競技力の向上

第３章
競技スポーツの推進

３ 競技力向上対策本部の運営
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推進項目 大施策項目 中施策項目 具体的な施策

少年育成強化（小学生・中学生・高校生）

成年強化

指定強化

練習場確保事業

医学的・科学的サポートの実施

セミナーの開催

アンチ・ドーピング講習会の開催

国民スポーツ大会への帯同

一貫指導体制の推進 ６ ジュニアアスリート事業の推進 第86回国スポを見据えた競技力強化

１ 子どものスポーツ活動のための人材養
    成・育成

スタートコーチ(ジュニア・ユース)の養成
スポーツ少年団リーダーの養成

２ スポーツ活動のための人材養成・育成
指導者養成講習会の開催
養成講習会の開催促進・研修会の開催

指定管理施設でのイベント・スポーツ教室
の開催

県民や利用者ニーズの把握と管理運営への
反映

指定管理者としての施設設備点検及び計画
的な改修

県内各施設や他県施設との情報共有

４ 生涯スポーツの推進を支えるスポーツ
    施設の整備と管理運営

スポーツ施設のバリアフリー化

５ 大規模スポーツ施設の整備
県との連携による施設の改修、適切な維持
管理の実施

６ 境川自転車競技場の管理運営 適切な走路等の維持管理と改修・補修

インターネット・ＳＮＳの活用

広報誌の活用

スポーツ絵画・写真コンクールの開催

８ 各種スポーツ表彰制度の運用 体育功労者等の表彰及び推薦

スポーツの成長産業化の
取組

９ スポーツツーリズムの推進
スポーツイベントの開催等を通じた
スポーツプロモーションの推進

スポーツ少年団のスポー
ツ交流

１ 日独交流 指導者、団員の派遣・受入事業の実施

競技スポーツ交流 ２ 日中交流・日韓交流 派遣・受入事業の開催促進

フェアプレイの推進

スポーツ・インテグリティの確保

暴力等不適切行為の撲滅

アンチ・ドーピングの啓発

スポーツ仲裁自動応諾条項採択の周知・促
進

スポーツ安全保健の加入促進

スポーツ傷害見舞金制度の活用

主催者賠償責任保険の継続加入

第５章
国際スポーツ交流の推進

第６章
安心してスポーツに取り
組めるスポーツ環境の推
進

クリーンでフェアなス
ポーツの推進

１ スポーツ界の透明性、公平・公正性の
    向上

第３章
競技スポーツの推進

競技力の向上

第４章
スポーツ環境の整備

４ 競技団体等への支援

５ スポーツ医・科学サポートの実施

補償制度の推進 ２ 補償制度の推進

人材の養成・育成

スポーツ拠点の充実

３ 拠点となるスポーツ施設の管理運営

スポーツの啓発

７ スポーツ情報の発信
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第第１１章章  子子どどももののススポポーーツツ機機会会のの充充実実  
  

子子どどもものの運運動動習習慣慣のの確確立立  

１１  ススポポーーツツ少少年年団団のの育育成成   

 

＜＜現現状状＞＞  

 「スポーツによる青少年の健全育成」を目的に創設された山梨県スポーツ少年団は、

これまでスポーツ活動の他、学習活動、野外活動、レクリエーション活動、社会奉仕活

動などを実践してきました。しかし、少子化が進み、子どもたちの人口減少、スポーツ

を「する・しない」の二極化やスポーツの多様化などもあり、令和６年度の登録団員数

は 7,837 人となり、県内小中学生総数 56,657人に対して加入比率は 13.8％にとどまっ

ています。 

  

＜＜目目標標＞＞  

SNS を活用した事業の積極的な紹介をとおしてスポーツ少年団の魅力を発信し、一人

でも多くの人にスポーツ少年団を知ってもらい、登録団員数の増加、加入比率の上昇に

つなげる努力をします。第２期において目標値として加入比率 15％と定めましたが、

第３期においても引き続き 15％を目標値として定め、13％後半に落ち込んだ加入比率

を回復できるよう様々な形で情報発信を進めてまいります。また、広く情報発信を進め

ていく上で市町村スポーツ少年団の協力は必要不可欠であり、事業推進を図るためにも

市町村スポーツ少年団との連携強化をこれまで以上に図っていきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））ススポポーーツツ少少年年団団のの活活性性化化とと適適切切なな組組織織運運営営  

スポーツ少年団のより一層の活性化を図るべく、SNS を活用した事業の紹介を積 

極的に展開し、理念と意義の浸透を進めるとともに日本スポーツ協会（以下。「JSPO」） 

が進めているスポーツ団体ガバナンスコード※（一般スポーツ団体向け）の周知を 

図り子どもたちに安全安心なスポーツ環境を提供していきます。また、新たに立ち 

上げた組織である「ＭiraiＰrojeｃt（ミライプロジェクト）」によりスポーツ少年 

団が抱える課題の解決策の検討に取り組み、少年団活動の活性化を図ります。 

 

※「スポーツ団体ガバナンスコード」 

 スポーツ活動やスポーツビジネスにおいて関係してくる「法律・ルール・論理」 

といったことをきちんと守る仕組み作りや取り組み。 

２２））団団員員交交流流事事業業のの促促進進  

団員が特定の種目に偏らず、様々なスポーツを体験して運動感覚を養うことや 
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野外活動、文化活動をとおして創造性や協調性を育むことのできる交流事業を開催

します。 

３３））市市町町村村ススポポーーツツ少少年年団団のの組組織織強強化化  

スポーツ少年団をより活性化するために、各地域で活動しているスポーツ少年団 

を取りまとめている市町村スポーツ少年団との連携をより強化するとともに、スポ

ーツ団体等のジュニア・ユース部門との連携や、総合型スポーツクラブ（以下。「総

合型クラブ」）との連携についても積極的に推進します。 

 

 

子子どどもものの運運動動習習慣慣のの確確立立  

２２  ススポポーーツツ機機会会のの提提供供   

 

＜＜現現状状＞＞  

子どもたちの自主的な運動機会の創出や運動習慣の確立は、県民のスポーツ参画及び

体力の向上の根幹となる部分であり、スポーツ振興において非常に重要なものであると

考えます。しかし、近年では屋外での遊び・運動のできる環境が限られてきており、気

軽に運動に触れる機会が減少しつつあり、能動的に運動活動へ触れる子どもとそうでな

い子どもの差が生じていると考えられます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

子どもの運動習慣の確立と体力の向上を図るため、山梨県スポーツ協会（以下。「本

協会」）がスポーツに触れる環境を作り出し、子どもたちにスポーツ体験の場を提供す

るため、「県民の日記念事業」などへの参画、小瀬スポーツ公園近隣の市町村を中心に

スポーツキャラバン事業を展開します。更に子どもが楽しく、積極的に遊ぶことを通し

て、生涯にわたるスポーツの基礎を培うアクティブ チャイルド プログラム（ＡＣＰ）

※に関する研究や事業にも取り組んでいきます。 

 

※「アクティブ チャイルド プログラム（ＡＣＰ）」 

子どもが発達段階に応じて身につけておくことが望ましい動きを習得する運動プロ 

グラム。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））ススポポーーツツ体体験験ココーーナナーー・・ブブーーススのの提提供供  

小瀬スポーツ公園をはじめとする本協会管理施設において、来園者が多くなる催 

事の開催日に合わせて、本協会ではスポーツ体験コーナーなどを設置し、気軽にス 

ポーツへ触れる機会を提供します。 
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２２））ススポポーーツツキキャャララババンン事事業業のの実実施施  

スポーツ体験の機会を提供し、今後の子ども

たちの能動的な運動活動へ繋げていくことを

目的として、県内の小学校や児童館に対して本

協会職員を指導員として派遣し、スポーツレク

リエーションや軽スポーツ用具を用いたスポ

ーツ活動のレクチャーを行います。 

 

 

 

 

 

第第２２章章  生生涯涯ススポポーーツツ活活動動のの推推進進  
  

  

参参加加機機会会のの充充実実  

１１  ススポポーーツツ大大会会及及びびススポポーーツツイイベベンントトのの開開催催・・誘誘致致・・  

助助成成  
  

①①山山梨梨県県体体育育祭祭りりのの開開催催 

 

＜＜現現状状＞＞  

 県内最大規模のスポーツイベントである山梨県体育祭りは、令和６年度で 77 回を数

える歴史ある大会で、市町村対抗制を基本に様々な競技で熱戦が繰り広げられています。 

第２期においては、新種目の追加検討や大会参加資格の検討を行い、新たにキックボク

シング競技が追加になった他、民謡・レクダンス・フォークダンス競技では参加枠の拡

大、ボクシング競技ではマスボクシングの部、スパーリングの部といった種目の新設な

ど参加者増加に向けた工夫を続けているところであります。 

  

＜＜目目標標＞＞  

 令和 10 年度に本協会が創立 100 周年を迎えることを好機と捉え、開催種目や参加枠

の見直し、レクリエーション部門の新設や、山梨県スポレク祭等の全県下をエリアとし

て開催される事業との共同開催などの実現を検討し、より多くの県民に知ってもらうと

ともに、幅広い世代が気軽に参加できる大会を目指します。 
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＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））参参加加資資格格のの見見直直しし・・参参加加区区分分のの拡拡大大  

第２期に引き続き、各実施競技において参加資格の見直しや、参加区分の拡大 

可否など、実施要項の見直しに取り組みます。 

２２））市市町町村村対対抗抗のの在在りり方方のの検検討討  

人口減少や、参加者の高齢化が進み、競技人口が減っている現状を鑑み、競技 

によっては合同チームでの参加など市町村対抗の在り方を検討していきます。 

３３））市市町町村村体体育育・・ススポポーーツツ協協会会へへのの調調査査  

選手の申し込み・取りまとめを行っている 

市町村体育・スポーツ協会に対し、調査を行 

い、各市町村の課題を抽出し、問題を解決し 

ていきます。また、山梨県スポレク祭との共 

同開催などについても検討していきます。 

 

 

 

 

②②山山梨梨県県ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン祭祭のの開開催催 

  

＜＜現現状状＞＞  

平成元年に始まった山梨県スポーツ・レクレーション祭（山梨県スポレク祭）は、生

涯スポーツ推進の大きなイベントとして、多くの県民に親しまれており、令和６年度で

36 回を迎えた大会です。参加者の高齢化に伴い参加が年々減少傾向にあり、ピーク時

の平成 15 年（参加者 5,990 人）と比べ、現在は 40％程減少しており 3,600 人の規模と

なっています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

新種目導入など初心者・若年層の参加を促す施策を行い、4,000 人規模の大会とする

ことを目標に、次世代のスポーツ文化につなげていけるよう推進していきます。さらに、

令和 10 年度に本協会が創立 100 周年を迎えることを好機と捉え、山梨県体育祭り等の

全県下をエリアとして開催される事業との共同開催などの実現を目指し検討を進めて

いきます。 
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＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））誰誰ででもも参参加加ででききるる参参加加枠枠のの検検討討  

初心者でも参加できる種目の調査、初心者向け枠の設定、サポート体制の充実、

募集方法の検討などより多くの方が参加できるような体制づくりの検討していきま

す。 

２２））新新たたなな競競技技団団体体ととのの新新種種目目導導入入にに向向けけたた検検討討  

現在の開催種目以外に新たな種目の調査・内容の検討を行い、新たな競技団体と  
の新種目導入や山梨県体育祭り等との共同開催について検討していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③山山梨梨県県一一周周駅駅伝伝競競走走大大会会のの開開催催 

  

＜＜現現状状＞＞  

初冬の甲斐路を舞台に県内各地域の代表 18 チームが地域の名誉をかけ、健脚を競う

ビッグイベントであり、地域の活性化やスポーツ振興に貢献している大会です。選手た

ちが地元地域への誇りやチームへの想いを一本の「襷」に込め力走する姿は見る者を大

いに感動させ、「みる」スポーツとしての役割も果たす大会と位置付け、今後も大会を

開催していきます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

関係団体との連携を図り、広報の検討、安全性の検証などを継続して行い、大会のさ

らなる活性化を行い、県民のみるスポーツについても拡大を図ります。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））関関係係団団体体ととのの連連携携  

山梨陸上競技協会を中心に県、山日ＹＢＳ、本協会の主催４団体及び山梨県警察

本部や山梨県交通安全協会等の協力団体が連携し、大会の成功に向け一丸となった

運営を行います。 
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２２））安安全全のの検検証証  

見通しの悪い場所や渋滞箇所等を把握し、予想される危険性について関係団体と 

念入りに検証を行ったうえで、安全を第一に考えた大会運営を行います。 

３３））大大会会広広報報のの検検討討  

本協会 Instagram を活用し選手の奮闘はもちろんのこと、各中継所での様子や運 

営の裏側にも着目し大会の模様を広報していきます。 

 

 

 

④④ススポポーーツツイイベベンントトのの開開催催  
  

＜＜現現状状＞＞  

本協会では、生涯にわたりスポーツを楽しんでいただけるよう、子どもから高齢者、

親子等を対象としたイベントを多く実施しております。県民がスポーツに触れて楽しむ

機会を創出することで、運動機会の向上・参加機会の充実を図り、生涯スポーツ活動の

推進を目指しています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

スポーツイベントの開催により、生涯にわたりスポーツに参加できる機会を提供して

いきます。その中で、参加者に対する聞き取りや、他団体のイベントを参考に現状の分

析を行い、魅力あるイベントを継続実施していき、参加者の満足度の向上と生涯スポー

ツ活動の推進につなげていきます。 
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＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 幅幅広広いい世世代代がが楽楽ししめめるるイイベベンントトのの実実施施  

本協会で管理している小瀬スポーツ公園、富士北麓公園では、子どもから高齢者

まで誰もが楽しめるイベントを実施していきます。 

 

実実施施ししてていいるるイイベベンントトのの一一覧覧  

 

 
 

詳細はこちらの QR コードよりホームページをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 【小瀬スポーツ公園】  【富士北麓公園】 

【グラウンド・ゴルフ大会の様子】 

 

会場 対象

小瀬 小学生

小瀬 小学生

北麓 小学生

北麓 小学生（女子）

小瀬 高校生以上

小瀬・北麓 親子

北麓 親子

小瀬・北麓 50歳以上

イベント名

ファミリースポーツフェスティバル
チャレンジ・ザ・ゲーム＆オリエンテーリング

子どもスポーツフェスティバル
小学生ドッジボール大会

ヤングスポーツフェスティバル
３×３バスケットボール大会

シルバースポーツフェスティバル
グラウンド・ゴルフ大会

Girlsスポーツフェスティバル

子どもスポーツフェスティバル
チャレンジ・ザ・ゲーム

ファミリースポーツフェスティバル
自然散策クリーンアタックウォークラリー

子どもスポーツフェスティバル
北麓ジュニアフットサル大会
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⑤⑤ププロロススポポーーツツククララブブややトトッッププアアススリリーートト、、  

ススポポーーツツ団団体体等等ととのの連連携携・・共共創創 

  

＜＜現現状状＞＞  

 本協会では、加盟競技団体をはじめとする各種スポーツ団体等と密接に連携し、スポ

ーツの普及・発展に取り組む事業の一環として、スポーツ参画人口の拡大を図るスポー

ツイベント「スポくる！」を令和６年に初開催しました。また、本県からは多くのオリ

ンピアンやトップアスリートが輩出されており、県内各地での講演会やスポーツイベン

トに出演し、県民と直接触れ合うことで県民のスポーツ関心意欲の向上に寄与してきま

した。 

 

＜＜目目標標＞＞  

プロスポーツクラブやトップアスリート、加盟競技団体等と連携・協働し、スポーツ

に関心を持つ県民を増やしていくとともに、県内におけるスポーツ参画人口の拡大を目

指します。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 企企業業・・大大学学等等ととのの連連携携  

スポーツ推進に関連し、様々な資源を保有する大学や企業等と連携・協働し、ス

ポーツは楽しいと県民が実感できるような事業（イベント等）を創出することで、

県内におけるスポーツ参画人口の拡大や各地域におけるスポーツ環境の充実を図

ります。また、地域において様々なスポーツの知名度を向上させる取り組みも進め、

競技団体の活性化のみならず、地域活動の活性化にも結び付けていきます。  

 

２２）） トトッッププアアススリリーートトややププロロススポポーーツツククララブブととのの連連携携・・共共創創にによよるる  

地地域域振振興興  
トップアスリートのスポーツイベントへの参加を通じて、多くの県民と交流を深

め、スポーツへの関心を高めるとともに、若年層をはじめ幅広い世代の方々のスポ

ーツへの参画を目指します。また、プロスポーツクラブ等とも連携したイベント等

も開催し、県民のスポーツ活動の活性化を促進するなど、誰もがスポーツを楽しむ

ことができる機会の創出・拡大を図っていきます。 
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⑥⑥ススポポーーツツ大大会会・・ススポポーーツツイイベベンントトのの誘誘致致 

 

＜＜現現状状＞＞  

プロスポーツやトップアスリートの活躍を間近に「みる」ことは、多くの県民のスポ

ーツへの関心を高め、スポーツ参画人口の拡大を図る絶好の機会となります。本協会で

は、「みる」スポーツの推進として、管理運営施設である小瀬スポーツ公園を中心にこ

れまで多くのトップスポーツのイベントを誘致し、スタジアムや体育館等で直接観戦で

きる環境を提供してきました。今後は、スポーツ愛好者はもとより、スポーツ未実施層

への新たな働きかけも含め、加盟競技団体等と連携し、プロスポーツや日本リーグなど

のスポーツイベントの積極的な誘致に取り組みます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

トップスポーツクラブの試合をはじめ、日本を代表するトップアスリートや山梨にゆ

かりのあるオリンピアンを招聘したレッスンや講演会等を誘致するとともに、スポーツ

大会・スポーツイベントの開催に向けたサポート体制を整え、「みる」スポーツの普及

を推進していきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））イイベベンントトやや講講演演会会等等のの誘誘致致  

人々の志向の多様化と SNS や動画投稿サイトをはじめとするインターネットメ

ディアの普及に伴い、オリンピック競技種目のようなスポーツだけではなく、新た

なルールやスタイルで行う競技・身体活動も注目されている現状に対し、柔軟に対

応できるよう様々なスポーツイベントや講演会等を誘致していきます。 

２２））ササポポーートト体体制制のの強強化化  

小瀬スポーツ公園陸上競技場（R7 現：JIT 

リサイクルインク スタジアム）では、長年

にわたりヴァンフォーレ甲府（日本プロサ

ッカーリーグ所属）のホームスタジアムと

して使用されてきました。今後も管理運営

者として培ってきた経験・ノウハウを最大

限に活かし、他のプロスポーツイベントや

講演会等の開催に向けたサポート体制を、

より一層強化していきます。 
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⑦⑦ススポポーーツツ大大会会助助成成 

  

＜＜現現状状＞＞  

県民のスポーツ観戦機会の充実や、本県の魅力を県外の大会関係者や観戦客等に紹介

する機会の充実を図るため、競技団体が本県で開催する関東大会以上の各種大会に対し

その運営費の一部を助成する事業を実施し、引き続きサポート体制の充実を図っていき

ます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

競技団体と連携し、より多くの県民がスポーツ観戦ができる機会の充実が図れるよう 

具体的な方策について検討し、県内におけるスポーツ参画人口の拡大を目指します。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））競競技技団団体体ととのの連連携携  

競技団体が本県で開催する関東大会以上の各種大会に対し、その運営費の一部を

助成することで、県民のスポーツ観戦機会の充実や、山梨県を県外の大会関係者や

観戦客等に紹介する機会の充実を図っていきます。 

 

 

参参加加機機会会のの充充実実  

２２  ススポポーーツツ教教室室及及びびススポポーーツツセセミミナナーーのの開開催催   
 

＜＜現現状状＞＞  

 本協会では指定管理施設の特性を活かしたスポーツ教室やスポーツセミナーを実施

しています。実施に際しては本協会職員が自ら指導を行うものや、関係団体や加盟団体

と連携して行うもの、地域のスポーツ指導者へ委託して行うものなど様々な形態で取り

組んでおり、幅広い年齢層やライフスタイルに応じたものが提供できるように努めてい

ます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

継続的なスポーツ教室及びスポーツセミナーの開催に取り組む中で、そのニーズを鑑

みて事業の見直しと新規開設を行い、運動習慣の獲得と継続を促すための生涯スポーツ

のきっかけづくりの場にしていくよう努めてスポーツ参画人口の拡大を目指します。 
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＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 健健康康・・体体力力つつくくりり教教室室のの開開催催  

本協会の管理施設において、県民を中心に幅広い方々に参加していただけるよ 

う、次のとおりの健康・体力つくり教室を実施していきます。 

あそびのおけいこ 子どもかけっこ ファミリースケート DAY 

アイスホッケー カーリング スポーツやろうよ 

フレンドリーテニス テニス教室 フレンドリーバドミントン 

初心者バドミントン 大人のための初心者サッカー 大人のための陸上(短距離) 

初心者弓道 カヌー体験 大人のためのフィギュア 

大人がスポーツを楽しむための 

フィジカルトレーニング 

ソフトエアロビクス リズム＆ボディケア 

ヨーガ 太極拳 インナーパワーヨガ 

エアロビクス ミットエクササイズ マスターズ 

いきいきパワーアップ エンジョイグラウンドゴルフ 子ども水泳教室 

    

 

 詳細はこちらの QR コードよりホームページをご参照ください。 

 

 

 

２２））健健康康・・体体力力つつくくりりセセミミナナーーのの開開催催  

指定管理施設を活用し、誰でも参加可能な健康・

体力つくりに関するミニセミナーを無料で開催し

ます。セミナーの内容は職員のスキルを活かした

ものや外部講師へ委託して行うものなど、幅広い

内容で開催します。 

 

 

参参加加機機会会のの充充実実  

３３  ススポポーーツツボボラランンテティィアア活活動動のの推推進進   

 

＜＜現現状状＞＞  

スポーツ参画における「する」「みる」「ささえる」のうち、「ささえる」スポーツ参

画は、オリンピックをはじめとした多くのイベントを通じて広く認識されるようになり

ましたが、実際に「ささえる」ことに参画する人々はまだ少ない状況にあると言えます。 

− 19−



− 20−



- 21 - 
 

常的にスポーツへ取り組んでいない方や高齢の方を対象とした指導の機会が多く、県

内地域の人々の運動機能の衰え防止や運動習慣の確立へ働きかけています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

県内で運動指導を継続的に行い、運動習慣の確立や能動的なスポーツ参画を促し、こ

れをきっかけとして県民の生活に運動・スポーツが根付いていくよう、本協会が開催す

る健康・体力つくり教室、セミナーへの参加、小瀬スポーツ公園武道館トレーニング室

の活用などを働きかけ、スポーツ参画人口の拡大を目指します。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））指指導導者者派派遣遣事事業業  

県内の地域や職場を対象として指導員を派遣して運動指導を実施します。また、 

指導内容について多くの皆さんに満足してもらえるように、職員の教育や健康運動

指導士などの資格取得へ取り組むなど資質の向上を図ります。 

 

 

②②軽軽ススポポーーツツ用用具具のの貸貸出出しし事事業業のの実実施施 

 

＜＜現現状状＞＞  

年齢や性別の隔たりなく楽しめる軽スポーツ用具を、県内の団体へ向けて無料で貸

し出す事業を行っています。用具は全 40 種目を取り揃え、それぞれ使用方法を含めて

ホームページに記載しているほか、本協会がルール等をまとめた「軽スポーツガイド

ブック」も用意し、誰でも気軽に利用することができる体制を整えております。 

 

＜＜目目標標＞＞  

多くの県民の皆さんに軽スポーツ用具を活用した事業に取り組んでいただくことで、

スポーツへのハードルを下げ、県民の自発的なスポーツへの参加を促していきます。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））軽軽ススポポーーツツ用用具具のの貸貸出出しし事事業業のの実実施施  

県内の団体を対象に、無料で軽スポーツ用具の貸出しを実施しています。 

また随時、軽スポーツ用具点検や買い替えを行っていきます。 

     

貸出し用具の種類など詳細はこちらの QR コードから 

ホームページをご参照ください。 
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③③山山梨梨県県ススポポーーツツ指指導導者者協協議議会会ととのの連連携携協協働働 

 

＜＜現現状状＞＞  

JSPO の公認スポーツ指導者によって構成される山梨県スポーツ指導者協議会では、

指導者の研修会の開催や指導者相互の連携を通してスポーツ指導に関する知識を高め

ています。今後は地域でより多くの指導者が活躍でき、県民のニーズに応えられるよ

う本協会は山梨県スポーツ指導者協議会と連携していきます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

山梨県スポーツ指導者協議会と連携し、JSPO公認指導者の「資質の向上」や「部活動

の地域移行」における指導者不足に対応できる体制の構築を進めていきます。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））指指導導者者研研修修会会のの開開催催  

指導者のさらなる資質向上を目指し、「スポーツの公平性及び公正性を確保」す 

ることや、「不適切行為の根絶」また「指導者相互の情報交換やネットワークの拡 

充」を目的とした研修会を、山梨県スポーツ指導者協議会とともに開催します。 

 

２２））指指導導者者不不足足解解消消ののたためめのの体体制制構構築築のの検検討討  

部活動や地域クラブの指導者不足を解消することが出来るよう、JSPO 公認指導 

者が地域において活動できる体制づくり策定の検討を行っていきます。 

 

 

④④総総合合型型地地域域ススポポーーツツククララブブととのの連連携携協協働働・・育育成成 

 

＜＜現現状状＞＞  

令和４年度からの総合型クラブの登録制度導入に伴い、本協会は県や市町村教育委員

会と連携を図り、クラブへの新たな支援体制を検討してきました。今後も総合型クラブ

の連絡協議会でもある総合型スポーツクラブ山梨（ＳＣ山梨）とも連携しながら、既存

のクラブが充実した運営ができるように支援を行います。 

 

＜＜目目標標＞＞  

ライフステージや嗜好、体力に応じてスポーツ活動に参加できる環境を創出する総合

型地域スポーツクラブと連携し、一人一スポーツの推進の事業を進めます。また、登録・

認証制度の普及を推進し市町村行政と連携できる体制を構築していきます。 
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＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））広広域域ススポポーーツツセセンンタターーのの運運営営  

クラブアドバイザーと連携し、総合型クラブを効果的に支援する「広域スポーツ 

センター」を運営します。 

２２））総総合合型型ススポポーーツツククララブブ山山梨梨（（ＳＳＣＣ山山梨梨））のの連連携携・・支支援援  

総合型クラブの協議会であるＳＣ山梨とともにイベントの開催や情報交換会を 

開催し、総合型クラブの継続や育成を支援します。 

３３））登登録録・・認認証証制制度度のの運運用用  

総合型クラブの地位向上制度である登録・認証制度の運用を行い、多くの県民に 

総合型クラブを周知するとともに、市町村行政からの支援が受けられるように働き 

かけを行います。 

 

 

共共生生社社会会のの実実現現にに貢貢献献すするる取取組組  

６６  誰誰ももががススポポーーツツにに親親ししめめるる機機会会のの提提供供    

①① ススポポーーツツ教教室室・・ススポポーーツツイイベベンントトへへのの障障ががいい者者のの  
参参加加促促進進・・支支援援 

 

＜＜現現状状＞＞  

 本協会主催のスポーツ教室・イベントのうち、カーリング教室や屋外バスケットボー

ル大会「KOSE 3×3 FESTIVAL」においては、障がいの有無に関係なく一体となって共に

スポーツを楽しんでいただいております。年間を通して恒常実施している教室において

は、障がいのある方の参加がありません。 

 

 

＜＜目目標標＞＞    

 障がいのある方も一般の方も垣根なくスポーツに気軽に参加することができるよう

支援できる体制を充分に整備していくことで、障がい者のスポーツ機会の充実を図り参

加を促していきます。 
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＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））カカーーリリンンググ教教室室  

本協会が主催しているカーリング教室では、 

車いすでの参加者も募集しており、近年の実績 

では参加者の２、３割が車いすの方となってお 

ります。カーリング協会の指導者を配置し、カ 

ーリング初心者でも一から学べて楽しめる教室 

運営を行っていきます。 

 

 

②② 山山梨梨県県障障害害者者ススポポーーツツ協協会会・・ややままななししパパララススポポーー
ツツセセンンタターーととのの連連携携・・協協力力  

 

＜＜現現状状＞＞  

 本協会主催のスポーツイベントで山梨県障害者スポーツ協会をはじめとした関係団

体と連携し、パラスポーツを体験する機会を設け、パラスポーツの活性化を図っていま

す。 

 

＜＜目目標標＞＞  

 山梨県障害者スポーツ協会や令和７年３月新設のやまなしパラスポーツセンター等

の関係団体と連携・協力体制を築き、車椅子バスケなどのパラスポーツを体験できる機

会を創出することで、誰もがスポーツに触れて楽しむ機会を創出していきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））KKOOSSEE  33××33  FFEESSTTIIVVAALL  

山梨県障害者スポーツ協会や山梨県バスケットボ  

ール協会をはじめとした関係団体と連携して開催し 

た「KOSE 3×3 FESTIVAL」は、エンジョイ部門の中 

に車いすの部を設けることで障がい者の参加機会を 

創出し、屋外では車いすバスケを体験できるように 

ブースを設け、パラスポーツの活性化を図っていき  

ます。 
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第３章 競技スポーツの推進 
  

国国民民ススポポーーツツ大大会会のの開開催催  

１１  第第８８６６回回国国民民ススポポーーツツ大大会会（（令令和和 1144 年年））のの    

開開催催にに向向けけたた取取組組みみのの推推進進    
  

＜＜現現状状＞＞  

昭和 61 年に開催された「かいじ国体」は、本県の競技力向上のみならず、多くの県

民のスポーツへの関心を高めました。また、選手や地域が交流の輪を広げ、県民が一つ

となって天皇杯総合優勝を成し遂げた意義深い大会となりました。令和 6 年には、スポ

ーツ基本法が一部改正されたことに伴い、国民体育大会から国民スポーツ大会（以下。

「国スポ」）へと名称が変わりました。国スポは、競技者のみならず観戦する人や大会

を支える人など様々な方々が一つとなって開催され、地域におけるスポーツ振興、競技

力の向上、地域づくり・人づくりなど多方面にわたり大きな効果をもたらすものです。 

 

＜＜目目標標＞＞  

第 78 回国スポにおいて本県選手団は、天皇杯総合得点 907 点、26 位を収めることが

できました。これを追い風にし、本協会としては、かいじ国体から 46 年ぶりの開催と

なる２巡目国スポでの天皇杯獲得に向け、県と協力して県民へのスポーツ振興や選手の

競技力の向上を図っていきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））国国ススポポ開開催催のの目目標標設設定定及及びび推推進進体体制制のの確確立立  

本県では、これまで「天皇杯総合得点 900 点以上 20 位台」を目標に競技力向上 

に努めてきました。本協会としては、天皇杯獲得に向けた競技成績の目標設定や競 

技力向上に、今後も県と連携し取り組みます。また、競技団体・市町村等とも２巡 

目国スポに向けた準備体制の確立、目標達成のための推進体制の構築・強化・連携 

を図っていきます。 

２２））情情報報収収集集及及びび競競技技団団体体・・開開催催市市町町村村ととのの連連携携  

令和 14 年に本県での開催が予定されている２巡目国スポについては、JSPO から 

の情報収集や開催予定県への視察を行うとともに、山梨県や各市町村、各競技団体 

などの関係機関との連携強化を図り、大会成功に向けて取り組んでいきます。 

３３）） ススポポーーツツのの楽楽ししささ・・喜喜びびのの周周知知及及びび県県民民ののススポポーーツツへへのの関関心心度度  

のの向向上上  
スポーツの持つ楽しさや喜びを様々な機会を通じて県民に周知すると共に、２巡 
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目国スポ開催に向け県民のスポーツへの関心が向上する取り組みを行います。 

  

  

国国民民ススポポーーツツ大大会会のの開開催催  

２２  第第８８１１回回国国民民ススポポーーツツ大大会会（（令令和和９９年年））冬冬季季大大会会

ススケケーートト競競技技会会のの開開催催にに向向けけたた取取組組みみのの推推進進    
 

＜＜現現状状＞＞  

本県では、昭和 44 年の第 24 回国民体育大会冬季スケート大会以来、７回のスケート

国体が開催されています。JSPO 及び文部科学省から本県及び本協会に第 81 回国民スポ

ーツ大会冬季大会スケート競技会（ショートトラック・フィギュア）（以下。国スポ冬

季スケート競技会）の開催要請がありこれを受諾し、令和７年１月 21 日に正式に開催

が決定しました。 

スケート競技は、富士北麓・八ヶ岳南麓などの地域に深く根ざした本県スポーツを代

表する競技種目であり、小瀬スポーツ公園アイスアリーナにおいてはスケート競技の拠

点として多くの競技者を輩出して来ました。９年ぶりに開催される国スポ冬季スケート

競技会を成功させ本県スポーツの推進に貢献するとともに、令和 14 年に本県で開催さ

れる２巡目国スポの開催に大きく弾みをつけることが期待されます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

令和９年１月開催の国スポ冬季スケート競技会においては、開催会場である小瀬スポ

ーツ公園アイスアリーナの指定管理者として大会開催・運営に万全を期するとともに、

更なるスケート競技の競技力向上を目指し、選手の育成・強化を進めていきます。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 小小瀬瀬ススポポーーツツ公公園園アアイイススアアリリーーナナのの整整備備  

施設の老朽化及び競技ルールの変更や、新たな競技・種目の追加、県民ニーズの 

多様化などにより、施設整備に対する早急な対応が求められています。今後は国ス

ポ冬季スケート競技会の開催にあたり、計画的な整備を県とともに検討し実施して

いきます。 

２２）） 大大会会運運営営支支援援  

国スポ冬季スケート競技会の山梨県開催に際し、大会運営の円滑化と地域スポ 

ーツ振興を目的とした包括的な支援策を策定する必要があります。地域メディアや

SNS を活用して大会情報を発信し、地元住民や観光客の関心を引きつけるような広

報活動の展開や大会期間中の運営補助等を行う地域・学生ボランティアの活用等を

積極的に企画し、大会の成功と大会運営の効率化を促進します。 
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ます。さらに各競技団体の活動や成績を広く発信するため、SNS やウェブサイト等を

活用した広報活動を展開し、県民が競技への理解を深め、２巡目国スポに向けた応援

体制の構築を目指しています。 

  

＜＜目目標標＞＞  

各競技団体が選手強化を図り、国内外で活躍する選手の育成・発掘をサポートします。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 少少年年育育成成強強化化（（小小学学生生・・中中学学生生・・高高校校生生））  

本県の全競技団体が定めた強化方針の下、２巡目国スポに向けた一貫指導体制

を推進し、選手の発掘・育成、女性アスリートの発掘・強化など継続的な競技力

の向上事業に要する経費の一部を助成しています。 

２２）） 成成年年強強化化  

全国・国際舞台、国スポ等の各種大会で活躍できる本県のトップアスリート 

の育成を目的に、各競技団体が実施する強化合宿や遠征費等に要する経費を助成 

する補助金を各競技団体へ交付し、競技力の向上に努めていきます。  

３３）） 指指定定強強化化  

国スポ並びに各種大会において優秀な成績を収めることができるよう、競技力

向上に積極的に取り組んでいる企業や大学、クラブチームを指定し、継続的にサ

ポートできるよう３年間の助成を行っていきます。助成対象となるチームについ

ては、国スポにおける成績や各種大会実績、競技力を高める取り組みなどを調査

し決定します。 

４４）） 練練習習場場確確保保事事業業  

県スポーツ施設等使用料の減免やクレー射撃練習場確保事業など国スポに向

けた助成事業を行います。適切な練習環境を提供することで、技術力の向上や競

技団体の財政面での負担軽減を図ることを目的に、競技団体の活動基盤を支えて

いきます。 

 

 

競競技技力力のの向向上上  

５５  ススポポーーツツ医医・・科科学学ササポポーートトのの実実施施   

 

＜＜現現状状＞＞  

本協会では「スポーツ医・科学委員会」を設置し、各競技団体やスポーツ指導者、選

手等に対してスポーツ医・科学の見地からサポート活動を行っています。本委員会は大
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学教授やスポーツドクター、スポーツファーマシスト、管理栄養士、スポーツ栄養士、

アスレティックトレーナー等で構成され、スポーツ医・科学セミナーといった情報提供

活動や医・科学サポート活動、国スポ出場選手の健康状態の判定会を行っています。  

スポーツ医・科学は日々進歩しておりスポーツ指導者や選手は絶えず更新される情報

を取捨選択し、自身のスポーツ活動に適切に情報を取り入れていかなければなりません。  

本委員会のサポートではスポーツ指導者や選手は最新のスポーツ医・科学に関わる情報

を分かりやすく提供し、トレーニング計画の見直しや食事管理、怪我の予防等の自身の

スポーツ活動に役立てることができます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

競技者からスポーツ愛好者等の幅広い層を対象に、競技力の向上や健康面・怪我の予

防管理などに関する事業（イベント・講演会等）を実施し、医学的・科学的観点から支

援体制を強化していきます。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 医医学学的的・・科科学学的的ササポポーートトのの実実施施  

本県での２巡目国スポの開催を見据え「競技力向上」と「みんなのスポーツの

推進」を医・科学的に研究し、本県スポーツの健全な発達を図ることを目的に、

昭和 59 年６月に「スポーツ医・科学委員会」を設置し、メディカルチェック（内

科・整形）をはじめ、体力・バイオメカニクス関係、栄養関係、心理関係、コン

ディショニング関係の６分野について、医・科学的サポートを行います。 

 

２２）） セセミミナナーーのの開開催催  

各年、テーマを定め、指導者や選手、スポーツ愛好者を対象に、スポーツドク

ター、アスレティックトレーナー等が中心となりスポーツ医・科学セミナーを開

催していきます。 

 

３３）） アアンンチチ・・ドドーーピピンンググ講講習習会会のの開開催催  

令和５年度から国民体育大会におけるアンチ・ドーピング教育が義務化された

ため、国スポ等への大会に参加する選手や指導者等を対象にアンチ・ドーピング

に関する講習会を実施していきます。 

 

４４）） 国国民民ススポポーーツツ大大会会へへのの帯帯同同  

国スポにおける県選手団への医学サポート活動やドーピング検査への対応を

帯同ドクターが行っています。また、選手のコンディショニング調整やケガの防

止などをアスレティックトレーナーがサポートを行います。 
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一一貫貫指指導導体体制制のの推推進進  

６６  ジジュュニニアアアアススリリーートト事事業業のの推推進進   

 

＜＜現現状状＞＞  

山梨県が全競技団体に定めた強化方針の下、本県での２巡目国スポに向けた一貫指導

体制を推進し、選手の発掘・育成、女性アスリートの発掘・強化など継続的な競技力の

向上事業に要する経費の一部を助成するジュニアアスリートトータルサポート事業を

継続的に行っています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

２巡目国スポに向け、ジュニア世代の育成や指導者の確保等を目指します。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 第第８８６６回回国国ススポポをを見見据据ええたた競競技技力力強強化化  

ジュニアアスリートトータルサポート事業として、ターゲットエイジ発掘・育

成事業や指導者養成事業を行います。若手指導者の資格取得を推進し、２巡目国

スポに向けた指導者の確保と中学校部活動指導における効率的な指導を行うた

め、資格取得等に係る経費の一部を助成していきます。 

 

 

第４章 スポーツ環境の整備 
 

 

人人材材のの養養成成・・育育成成  

１１  子子どどももののススポポーーツツ活活動動ののたためめのの人人材材養養成成・・育育成成   

 

＜＜現現状状＞＞  

 スポーツ少年団において、団活動を行っていく上で理念を学んだ有資格指導者が２名

以上必要となります。令和２年には自発的にスポーツに取り組む子どもたちに対する責

任と、社会的な使命を果たす指導者・リーダーを養成することを目的に制度改定が行わ

れました。本協会では、現在年間３回のスタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習

会を実施し、人材の養成・育成をしています。また、指導者を補助し、年少団員をまと

める団員である「リーダー」も養成しています。 

  

＜＜目目標標＞＞  

 継続して養成講習会を実施し、一人でも多くの社会的役割を果たすことのできる有資
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格指導者及びリーダーを養成します 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））ススタターートトココーーチチ（（ジジュュニニアア・・ユユーースス））のの養養成成  

スポーツ少年団登録には理念を学んだ指導者が２名以上必要なことから、継続し

て養成講習会を実施し、積極的に指導者の育成に取り組みます。 

２２））ススポポーーツツ少少年年団団リリーーダダーーのの養養成成  

スポーツ少年団において、指導者と年少団員 

をつなぐ「リーダー」の存在は将来のスポーツ 

少年団を担う指導者確保の観点からも重要であ 

ることから、小学校５年生から中学校３年生ま 

でを対象とした「ジュニア・リーダー」を養成し 

ていきます。また、ジュニア・リーダー資格を取 

得した高校生以上の団員を対象に「シニア・リ 

ーダー」の養成や、次年度のリーダーを目指す 

「シン・キャプテンミーティング」等の研修会 

を開催していきます。 

  

  

人人材材のの養養成成・・育育成成  

２２  ススポポーーツツ活活動動ののたためめのの人人材材養養成成・・育育成成   

 

＜＜現現状状＞＞  

本協会では、JSPO と連携し、ライフステージに応じた多様なスポーツ活動を推進す

ることのできる「スポーツ指導者の養成」並びに「知識および技能の向上」や「スポー

ツの公平性及び公正性の確保」を図るための研修会を開催しています。 

近年、スポーツに対するニーズは多岐にわたり、健康･体力つくりやリフレッシュを

目的としたものから、専門技術の向上等を目的としたものまで多種多様化しています。

これらのニーズに対して適切にスポーツ指導ができる人材の養成は、生涯スポーツを推

進し、スポーツを生活に定着させるうえで大きな役割を果たすものです。 

 

＜＜目目標標＞＞  

スポーツの価値やスポーツの未来への責任を自覚し、プレーヤーズセンタード※の考

え方のもとに暴力やハラスメントなどあらゆる反倫理的行為を排除し、プレーヤーの成

長を支援することを通して、豊かなスポーツ文化の創造やスポーツの社会的価値を高め

ることに貢献できる指導者を養成します。 
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※「プレイヤーズセンタード」 

 教える側と教わる側という上下の力関係が固定された状態ではなく、プレーヤーを中

心に、プレーヤーを取り巻くコーチなど関係者自身もそれぞれの Well-being（良好・

幸福な状態）を目指しながらプレーヤーをサポートする考え方。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））ススポポーーツツココーーチチンンググリリーーダダーー養養成成講講習習会会のの開開催催  

JSPO が公認する各種指導資格の最も基礎的な指導者資格であり、地域における 

スポーツグループやサークル等のリーダー的な存在となるスポーツ指導者資格の 

養成講習会を県内で開催します。 

２２））競競技技別別指指導導者者養養成成講講習習会会のの開開催催促促進進  

JSPO や各加盟競技団体と連携し、「競技別指導者養成講習会」を開催し、多くの 

県民がそれぞれのステージにおいて安心して競技スポーツに取り組める人材の養

成・確保に努めます。 

３３））資資質質向向上上ののたためめのの研研修修会会のの開開催催  

指導者のさらなる資質向上を目指し、スポーツの公平 

性及び公正性を、確保することや不適切な行為を根絶す    

るために、また指導者相互の情報交換やネットワークの 

拡充を目的とした研修会を、山梨県スポーツ指導者協議 

会とともに開催します。 

 

 

ススポポーーツツ拠拠点点のの充充実実  

３３  拠拠点点ととななるるススポポーーツツ施施設設のの管管理理運運営営   

 

＜＜現現状状＞＞  

本協会では、小瀬スポーツ公園をはじめ県内４施設について、指定管理者制度開始か

ら５期連続で指定を受け、「利用者が来園しやすい環境づくり」を基本に利用実態やニ

ーズに応じた管理運営を行ってきました。 

県民の誰もが、生涯を通じてスポーツを「する」「みる」「ささえる」など様々な形で

スポーツ活動に親しむためには、その基盤としてスポーツを支える環境づくりが重要で

す。それぞれのスポーツ活動を満喫できるよう、目的やニーズに応じて、スポーツを支

える環境整備を目指します。 

 

＜＜目目標標＞＞  

県民誰もが気軽にスポーツに親しみ、身体を動かすことの楽しさや爽快感、達成感を

競技別の専門的な知識を活かし、個人の年齢や性別等の対象に合わせた指導

ができる指導者を養成します。

ｂｂ））ココーーチチ２２（（旧旧資資格格名名：：上上級級指指導導員員））養養成成講講習習会会

競技別の専門的な指導だけでなく責任者として、安全で効果的な活動を提

供するとともに、指導計画を構築、実行、評価するなどスポーツクラブ内で

の中心的な役割を担う指導者を養成します。

（（ウウ））公公認認ススポポーーツツ指指導導者者研研修修会会

近年のスポーツ現場においては、日々新たな情報が発信されています。この

ような状況の中でスポーツ指導者は、科学的根拠に基づいた情報や知識を選択

し、より安全で効果的なスポーツを提供する意識と意欲を持ち、常に自らの資

質の向上に努めることが求められています。

本協会でも平成 年から「スポーツと栄養」「暴

力との関係から考えるスポーツ指導」等のテーマで

延べ 回研修会を開催し、 人の方が参加しま

した。

今後も、指導者のさらなる資質向上を目指し、ス

ポーツの公平性及び公正性を確保することや、不適

切な行為を根絶（行わず、強要せず、黙認せず、許

さず）するために、また指導者相互の情報交換やネットワークの拡充を目的に、

スポーツに関する最新の知識・情報等の講演や研究発表、実技、指導実習、研

究協議などによる研修会を山梨県スポーツ指導者協議会の協力を得ながら開催

していきます。

＜具体的な取り組み＞

① スポーツリーダー（コーチングアシスタント）養成講習会の開催

② 競技別指導者（コーチ１・２）養成講習会開催促進

③ 指導者の資質向上のための研修会

取り組み 令和 年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

スポーツリーダー養成

講習会の開催

講習会実施

新ｶﾘｷｭﾗﾑ実施検

討

継続実施・検

討
→

新カリキュラ

ムでの実施
→

競技別指導者養成講習

会開催促進

情報提供

開催要請
→ → → →

指導者の資質向上のた

めの研修会の開催
継続実施 → → → →
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分かち合うことで、健康で活力ある生活を送ることができるよう、スポーツ施設の機能

を十二分に活用し、スポーツの「機会」「場」「サービス」を提供します。また、日常点

検、定期点検、効果的な修繕を実施することで「安心・安全」にスポーツに親しめるよ

うな施設管理を行います。なお、令和 14 年に開催予定の本県での２巡目国スポにおい

て競技会場として活用されることを見通した改修・修繕等についても、県と協議してい

きます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

 

１１））指指定定管管理理施施設設ででののイイベベンントト・・ススポポーーツツ教教室室のの開開催催  

指定管理施設を活用し、本協会の理想テーマ【【ススポポーーツツでで人人とと人人ををつつななげげ、、笑笑顔顔

ああふふれれるる山山梨梨県県のの未未来来をを創創造造すするる】】の実現を目指したスポーツ教室・イベントを行

います。また、ライフスタイルの変化に伴う近年のスポーツ産業の動向にも柔軟に

対応し、振興事業の内容を企画・検討していきます。 

 

２２））県県民民やや利利用用者者ニニーーズズのの把把握握とと管管理理運運営営へへのの反反映映  

利用者の意見・要望は、施設の管理運営の品質を向上させる情報の源泉であると

認識し、毎日の「積極的な利用者へのお声掛け」や、「利用者アンケートの定期実

施」、「利用者モニターによる調査」を行います。またいただいたご意見は、利用者

の潜在的なニーズとして管理運営に反映させ、利用者満足度を向上させます。 

 

３３））指指定定管管理理者者ととししてて施施設設設設備備点点検検おおよよびび計計画画的的なな改改修修  

スポーツ施設に求められることは、競技団体等が実施する各種大会から、個人に

よる利用まで、幅広い利用に対応できることと認識し、知識を有した職員の眼によ

りチェックし、それぞれの施設の公認規格や基準等を保持し、高度かつ安全で快適

な競技が行える施設水準や環境を整えます。また、使用頻度に伴う施設の損傷等の

状況を把握し、日常的な点検と共に令和 14 年に開催予定の本県での２巡目国スポ

において競技会場として活用されることを見通し、長期的な視点に立った予防保全

に努めていきます。 

  

４４））県県内内各各施施設設やや他他県県施施設設ととのの情情報報共共有有  

県民が快適に安心安全に利用できるよう、本協会が管理するスポーツ施設以外の 

県内のスポーツ施設管理者との情報共有のほか、毎年開催される全国・関東スポー 

ツ施設連絡協議会へ参加し、他県施設管理者との意見交換、施設における事故事例 

等の情報を共有していきます。 
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ススポポーーツツ拠拠点点のの充充実実  

４４  生生涯涯ススポポーーツツのの推推進進をを支支ええるるススポポーーツツ施施設設のの    

整整備備とと管管理理運運営営   
 

＜＜現現状状＞＞  

生涯スポーツの推進において、スポーツ施設の整備と管理運営は非常に重要な役割を

果たしています。現在、多くの地域で住民が利用しやすいスポーツ施設の整備が進めら

れており、特に地域密着型の施設が増加しています。また、生涯スポーツの推進に伴い、

年齢や体力に応じた多様なスポーツプログラムが提供されています。これにより、子ど

もから高齢者まで幅広い層が利用できる施設が求められています。 

本協会では令和７年度時点で、県の指定管理者として小瀬スポーツ公園をはじめとす

る県内４施設の管理運営を行っていますが、スポーツ施設の管理運営には、維持管理費

用や人材の確保、多様化する利用者のニーズに応じたプログラムの提供など、様々な課

題があります。管理者として利用者の安全（老朽化施設の把握）や利用者のニーズ（年

齢、体力、興味）を山梨県と共有を進めることでよりよいスポーツ施設の整備と管理運

営ができると考えます。 

  

＜＜目目標標＞＞  

本協会が指定管理者として管理運営を行うスポーツ施設を活用し、多様化する利用者

のニーズ（年齢、体力、興味）に応じ、安全で快適に利用できる環境を作るため、日常

点検、定期点検、効果的な修繕を実施し、山梨県と施設の老朽化等の情報を共有するこ

とで「安心・安全」にスポーツに親しめる施設管理を行います。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

  

１１）） ススポポーーツツ施施設設ののババリリアアフフリリーー化化  

長年の管理経験を基にバリアフリー化が必要な場所を山梨県と共有し、改修を進 

めることで、障害の有無に限らず、快適で安全な利用ができるスポーツ施設を目指 

します。 

  

  

ススポポーーツツ拠拠点点のの充充実実  

５５  大大規規模模ススポポーーツツ施施設設のの整整備備   
 

＜＜現現状状＞＞  

大規模スポーツ施設の整備は、競技力向上をはじめ、県民のスポーツ推進に大きく影
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響をもたらすもので、県内スポーツの発展、健康増進に大きく関わりを持つと考えられ

ます。しかしながら、新たなスポーツ施設の新設は現状では見通せず、既存施設を活用

するための「長寿命化」による整備が行われています。 

 

スポーツ施設の長寿命化とは、 

① 定期的なメンテナンス 

施設の劣化を防ぐためには、定期的な点検とメンテナンスが不可欠です。特に屋

外施設は、天候や使用頻度によって劣化が進むため、適切な管理が求められます。 

② 耐久性のある材料の使用 

建設時に耐久性の高い材料を選定することで、施設の寿命を延ばすことができま

す。例えば、耐水性や耐候性に優れた素材を使用することが重要です。  

③ エネルギー効率の向上 

環境に配慮した設計やエネルギー効率の良い設備を導入することで、運営コスト

を削減し、長期的な運営が可能になります。 

④ 利用者のニーズに応じた改修 

時代の変化や利用者のニーズに応じて、施設の改修やリニューアルを行うことで、

利用率を高め、長寿命化を図ることができます。 

⑤ 地域との連携 

地域住民やスポーツ団体との連携を強化することで、施設の利用促進や維持管理

に対する理解を深めることができます。  

 

これらの取り組みを通じて、令和 14 年に開催予定の本県での２巡目国スポにおいて

競技会場として活用されることを見通しつつ、スポーツ施設の長寿命化を実現し、地域

社会におけるスポーツの振興・競技スポーツの推進に寄与することが期待されます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

管理施設の定期的な点検・メンテナンスや、利用者からのニーズを把握し、その情報

を県と共有することで施設の改修、長寿命化のフォローを行います。利用者が「安心・

安全」に、競技者が「最高のパフォーマンス」を発揮できる施設として管理運営を行い

ます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））山山梨梨県県ととのの連連携携にによよるる適適切切なな維維持持管管理理のの実実施施  

適切な管理運営（日常点検や定期点検、利用者ニーズ等）から得られる情報を山 

梨県と共有、予防保全措置の提案を行うことで、管理施設の効果的な修繕、老朽化 

した施設の長寿命化に貢献します。 
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ススポポーーツツ拠拠点点のの充充実実  

６６  境境川川自自転転車車競競技技場場のの管管理理運運営営   
 

＜＜現現状状＞＞  

本協会が直営で管理運営する県内唯一の自転車競技専用の施設で、県内の自転車競技

者のみならず、県外からプロ・アマ問わず、多くの競技者が利用する施設でもあります。 

 近年のサイクルブームにより競技者以外の利用や、チェアサイクル等の普及により障

がい者の利用も増えています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

利用者が「安心・安全」に、競技者が「最高のパフォーマンス」を発揮できる施設と 

して、令和 14 年の２巡目国スポでトラックレースの会場として利用されることを見通

し、整備と管理運営を行います。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 競競技技経経験験ののああるるススタタッッフフにによよるる適適切切なな走走路路等等のの維維持持管管理理  

競技経験豊富なスタッフによる適切な走路管理を行います。実走から得られる路 

面の状況を的確に判断し、利用者が「安心・安全」に利用できるよう心がけます。 

２２）） 定定期期的的なな走走路路面面のの改改修修  

定期的に走路面の改修・補修を行い、競技者が最高のパフォーマンスが発揮でき 

るよう計画的に公益財団法人 JKA の補助事業を活用した改修に取り組みます。  

 

 

ススポポーーツツのの啓啓発発  

７７  ススポポーーツツ情情報報のの発発信信   

 

＜＜現現状状＞＞  

現代社会は、インターネットや SNS の普及により、多様なプラットフォームで発信さ

れており、公式サイト、SNS、YouTube などを通じて、リアルタイムで情報を得ることが

可能です。本協会でも、公式ホームページ・SNS（Instagram、X）を活用し、管理施設の

情報だけではなく、スポーツ教室やイベントの内容等をタイムリーに発信しています。

しかしながら一部では、インターネットやデジタルデバイスへのアクセスが限られてい

るため、情報にアクセスできない人々が存在します。これにより、情報の受け取り方に

格差が生じないよう、紙媒体等の情報発信にも積極的に取り組んでいきます。 
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＜＜目目標標＞＞  

情報発信を行う上で正確で信頼性の高い情報を提供し、県民やメディアの信頼を得る

ことが重要と考えています。本協会の公式な情報源としての役割を果たし、誤情報の拡

散を防ぐことを目指します。また施設情報やスポーツ教室・イベントの情報を発信する

ことでスポーツの魅力を広め、県民一人ひとりがスポーツに関心を持ってもらい「する」、

「みる」、「ささえる」どの角度からもスポーツに親しんでもらえる社会を目指します。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） イインンタターーネネッットト・・ＳＳＮＮＳＳのの活活用用  

①① リリアアルルタタイイムムなな情情報報提提供供  

SNS を通じて、施設の営業時間、イベント情報、スポーツ教室情報などをリアル

タイムに発信し、利用者に最新の情報を提供します。SNS 情報には積極的にビジュ

アルコンテンツ（写真や動画）を活用することで、視覚的に訴求力を高めていきま

す。 

②② 意意見見・・感感想想へへののフフィィーードドババッックク  

SNS を通じて利用者からの意見や感想を収集することで、サービスの改善や新し

いプログラムの開発に役立てていきます。 

③③ イイベベンントトのの告告知知とと報報告告  

スポーツイベントや大会の告知を行い、終了後には結果やハイライトを共有する

ことで、参加者や観客の関心を引き続き維持していきます。 

 

２２））広広報報誌誌のの活活用用  

本協会が広報誌として発刊している「スポーツやまなし」は、本県における１年

間のスポーツ情勢を取りまとめ本県のスポーツの歴史を刻むうえで必要な資料と

しての役割を担っています。また、山梨県スポーツ少年団の様々な事業の紹介、活

動に関する情報を掲載した「わかば」も発行しています。また、管理施設の様々な

情報を掲載した「Lively」（紙媒体）を発刊することで、SNS 等のデジタル媒体の情

報を取得できない利用者の方々にもスポーツ情報を発信しています。 

 

３３））ススポポーーツツ絵絵画画・・写写真真ココンンククーールルのの開開催催  

本協会では、スポーツの絵画、写真を通して、スポーツへの関心を高めるととも

に、県民のスポーツに対する意識の向上を図り、スポーツの普及・振興に寄与する

ことを目的に「スポーツ絵画・写真コンクール」を開催しています。スポーツを自

由に表現した作品が多くの県民の目に触れることで、芸術分野からスポーツへの関

心を高めていきます。 
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ススポポーーツツのの啓啓発発  

８８  各各種種ススポポーーツツ表表彰彰制制度度のの運運用用    

①①体体育育功功労労者者等等のの表表彰彰及及びび推推薦薦 

  

＜＜現現状状＞＞  

本協会では、昭和 25 年から本県の体育・スポーツの普及と発展に貢献された個人及

び団体を体育功労者として表彰し、その多年にわたる功績を讃えてきました。また、世

界大会や全国大会等のスポーツ競技会において優秀な成績を収めた選手や監督等を「特

別優秀選手」、「優秀選手」、「優秀団体」、「特別優秀指導者」、「優秀指導者」、「奨励賞」

として表彰しています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

新しいスポーツが数多く誕生し、大会の種類も多岐に渡ってきています。今後は表彰

対象者の拡大も視野に入れ検討していきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））関関係係団団体体へへのの推推薦薦依依頼頼とと表表彰彰  

関係団体（競技団体、市町村体育・スポーツ協会等）や新種目の団体などにも、

表彰対象者の推薦依頼を実施し、各種表彰を継続していきます。 

 

 

ススポポーーツツのの成成長長産産業業化化のの取取組組  

９９  ススポポーーツツツツーーリリズズムムのの推推進進    

①① ススポポーーツツイイベベンントトのの開開催催等等をを通通じじたたススポポーーツツププロロ

モモーーシショョンン※※のの推推進進 

  

＜＜現現状状＞＞  

 近年、本県で開催されているスポーツイベントは国際的な大規模イベントから地域密

着型のプロスポーツ、そして参加型のアウトドアスポーツイベントまで、地域の活性化

に資するスポーツイベントは数多く存在します。また、本県では豊かな自然環境に加え、

夏場でも冷涼な高原地域もあることからスポーツ合宿の適地であり、県内外から数多く

の選手や団体が本県のスポーツ施設で合宿を行っています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

 指定管理施設を活用した新たなスポーツイベントの開催やスポーツ合宿の誘致に積
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極的に取り組み、県内外の交流機会の増加・創出による地域の活性化を推進します。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１）） 新新たたななススポポーーツツイイベベンントトのの開開催催ややススポポーーツツ合合宿宿等等のの誘誘致致  

本県の豊かなスポーツ資源（人材や施設等）を活用した新たなスポーツイベントを企

画・開催し、県内におけるスポーツ参画人口の拡大を図ります。さらに、インバウンド

の関心が高い新たなアウトドアスポーツや武道を中心とした武道ツーリズムを積極的

に企画・推進することで、国内外からの観光客の獲得に繋げ、スポーツの高付加価値化

を目指します。また、県下最大のスポーツ施設である小瀬スポーツ公園や富士の雄大な

自然につつまれた富士北麓公園などの指定管理施設を活用し、教育旅行やスポーツ合宿

等の誘致にも積極的に取り組み、当該地域の合宿地としての認知度の向上を目指します。 

 

※「スポーツプロモーション」...スポーツの普及・促進・発展を意味する 

 

 

第５章 国際スポーツ交流の推進 
  

  

ススポポーーツツ少少年年団団ののススポポーーツツ交交流流  

１１  日日独独交交流流   

 

＜＜現現状状＞＞  

 日独交流事業は、日本、ドイツ両国のスポーツ少年団の青少年及び指導者の相互交流

により友好と親善を深め、国際的能力を高めるとともに、両国のスポーツの発展に寄与

することを目的に実施している日独スポーツ少年団同時交流事業に指導者や団員の派

遣及び隔年での受入を実施しています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

 受入事業についてはこれまで一市町村単独での受入を行ってきましたが、エリアごと

での受入に変更し、継続して受入事業を行っていきます。 

 派遣事業については、派遣した団員がリーダーとして大きく成長する貴重な機会であ

るので、今後も継続し派遣事業を行っていきます。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））指指導導者者及及びび団団員員のの派派遣遣  

スポーツ交流をはじめとする異文化の体験・交流が継続して推進できるよう積 
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極的にドイツへ派遣していきます。 

２２））指指導導者者及及びび団団員員のの受受入入  

スポーツ交流をはじめとする異文化の体験・交 

流ができるよう隔年で受入を実施していきます。 

受入市町村については、これまで単独で受入を行 

ってきましたが、各市町村の負担軽減を目的に県 

内を５グループに分け、今後はグループごとの受 

入を行っていきます。 

 

 

 

競競技技ススポポーーツツ交交流流  

２２  日日中中交交流流・・日日韓韓交交流流   

 

＜＜現現状状＞＞  

 JSPO では、平成 14 年「2002 サッカーワールドカップ大会」の日韓共同開催決定を契

機に韓国と、また、平成 19 年に日中両国政府により実施された「2007 日中文化・スポ

ーツ交流年」を契機に中国と交流事業を開始しました。 

この事業は、本協会を通じ、各競技団体に希望を募り、委託事業として実施していま

す。本事業を積極的に活用してもらえるよう、引き続き加盟競技団体に交流事例等の情

報を提供していきます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

 派遣事業については、これまで中国に１競技２回の派遣をし参加した指導者・選手は

合同練習会や交流試合、講習会、スポーツ活動で交流し、今後の競技生活に向けて良い

機会となったため、今後も継続して情報を提供していきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））未未実実施施競競技技団団体体へへのの開開催催促促進進  

国を超えた友好関係や親善の基盤を培うため、国境や言語の壁を越えたさまざま

な国際交流・協力を行っています。本県では、競技レベルに応じての合同練習会や

交流試合、講習会、スポーツ観戦などができる交流を継続的に実施していきます。 
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第６章 安心してスポーツに取り組める 

スポーツ環境の推進 

 

 

ククリリーーンンででフフェェアアななススポポーーツツのの推推進進    

１１  ススポポーーツツ界界のの透透明明性性、、公公平平・・公公正正性性のの向向上上    

①①フフェェアアププレレイイのの推推進進 

 

＜＜現現状状＞＞  

  スポーツにはルールを守る、審判や対戦相手を尊重する、全力を尽くす等、行動に表

れるフェアプレイがあります。 

 本協会では、JSPO の「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーン運動を推進し、管

理施設内でのフェアプレイニュースの掲示等、啓発活動に取り組んでいます。 

  

＜＜目目標標＞＞  

山梨県におけるスポーツを推進し、スポーツ精神を養うことを目的としている本協会

として、本県におけるスポーツの価値をこれまで以上に高めるために、JSPO の「フェア

プレイで日本を元気に」キャンペーン運動と、より一層の連動を図ります。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））フフェェアアププレレイイ宣宣言言ややキキャャンンペペーーンン等等のの周周知知とと推推進進  

本協会のホームページや、主催する講習会・イベント等において、フェアプレイ

宣言のロゴマーク等を掲載するなど、スポーツを真に楽しむ上で欠かせないフェア

プレイ宣言の積極的な周知に取り組みます。 

 

 

②②ススポポーーツツ・・イインンテテググリリテティィのの確確保保 

 

＜＜現現状状＞＞  

スポーツ・インテグリティ（誠実性・高潔性）の確保を図るうえで、重要な役割を担

うのがスポーツ団体（各種競技団体、都道府県スポーツ協会等）です。これらのスポー

ツ団体には、公平・公正性をもって事業を実施する「コンプライアンス」（法令遵守）

の徹底と、ゆるぎない体制で実行していく「ガバナンス」（統治・管理能力）の強化が

求められます。本協会では、JSPO加盟団体規程に基づき、各規程の再整備に取り組み、
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加盟団体にもガバナンスコードの遵守を促進しています。 

 

＜＜目目標標＞＞  

スポーツ団体ガバナンスコードの遵守に努めるとともに、その適合状況について自己

説明を実施し、スポーツにおけるインテグリティ（スポーツが様々な脅威により欠ける

ことなく、価値ある高潔な状態）を高めていきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））自自己己説説明明とと本本協協会会ホホーームムペペーージジへへのの公公表表  

JSPO の加盟団体規程に基づき、ガバナンスコードを遵守している旨の「自己説明 

および公表」を年１回以上実施します。 

 

 

③③暴暴力力等等不不適適切切行行為為のの撲撲滅滅 

 

＜＜現現状状＞＞  

 スポーツの文化的地位が高まっている一方、その地位を脅かす暴力等不適切行為が社

会問題となっています。本協会では、ハラスメント行為や暴力行為等に対する相談窓口

として、平成 28 年に「スポーツにおける暴力行為等相談窓口」を設置し、問題解決に

向けサポートやアドバイスを行っています。また、JSPOの「ＮＯ！スポハラ」活動に賛

同し、SNS 投稿や HP へのバナー掲載等、啓発活動を実施しています。今後も、すべての

県民が安心してスポーツに取り組める環境づくりを推進していきます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

安心・安全なスポーツ環境をつくるため、「スポーツにおける暴力行為等相談窓口」、

「ＮＯ！スポハラ」活動を活用し、スポーツを行う全ての人に対する誹謗中傷・ハラス

メント等の防止を図ります。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））相相談談窓窓口口のの継継続続実実施施  

暴力等不適切行為の根絶に向け、誰もが安心・安全にスポーツに取り組むことが 

できるよう、窓口の継続設置と相談応対を実施していきます。 
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２２））「「ＮＮＯＯ！！ススポポハハララ」」活活動動のの周周知知とと推推進進  

JSPO と連動し、活動の周知・促進を実施すると 

ともに、関係団体等へ情報提供を行い、スポーツ   

における暴力、暴言、ハラスメント等不適切行為 

の根絶に取り組んでいきます。 

 

 

④④アアンンチチ・・ドドーーピピンンググのの啓啓発発 

 

＜＜現現状状＞＞  

ドーピングは、スポーツ・インテグリティを失墜させる大きな要因であり、その取り

組みとして、世界各国にアンチ・ドーピング機構（日本では JADA）が設置されていま

す。本協会ではスポーツ医・科学委員会委員のスポーツドクターやスポーツファーマシ

スト（薬剤師）と連携した「アンチ・ドーピング講習会」（年２回）や、各競技の練習会

場に赴いて「競技別講習会」（年１回程度）を開催してきましたが、今後も継続してア

ンチ･ドーピング事業を展開し、スポーツ・インテグリティの確保に努めます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

クリーンでフェア（公正）なスポーツを守る活動、また、スポーツ選手の健康を守る

活動として、アンチ・ドーピングに関する正しい知識を身につけてもらうための教育・

啓発活動を推進します。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））アアンンチチ・・ドドーーピピンンググ講講習習会会のの開開催催  

アンチ・ドーピングに関する専門知識を有するスポーツドクター等と連携し、ア

ンチ・ドーピング講習会や競技別講習会を開催していきます。公認スポーツ指導者、

スポーツ少年団、総合型クラブ等に対してアンチ・ドーピングに関する情報提供を

実施し、スポーツ活動を医学的な立場からサポートする体制を整えていきます。 

 

 

⑤⑤ススポポーーツツ仲仲裁裁自自動動応応諾諾条条項項採採択択のの周周知知・・促促進進 

 

＜＜現現状状＞＞  

スポーツ界では、スポーツに関する争いの最終的な判断を人間が行う以上、万事全て

の人が納得できる結果となることは難しいのが実情です。 

国内では、スポーツ競技またはその運営をめぐる紛争を、スポーツ紛争分野の専門家

− 46−



- 47 - 
 

が公正・適正かつ迅速に解決するため、日本スポーツ仲裁機構（以下。「JSAA」）が設置

されています。本協会は平成 27 年８月に自動応諾条項の規程を定め、対応できる体制

を整えています。今後は加盟団体に対しても JSAA のスポーツ仲裁制度自動応諾の規程

設置を求めていきます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

競技団体にとっても有用な、JSAAにおける仲裁制度「自動応諾条項規程」の周知・促

進を行い、ガバナンスの強化とコンプライアンスの徹底を図ります。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））加加盟盟競競技技団団体体等等へへのの情情報報提提供供・・規規程程のの設設置置推推進進  

自動応諾条項規程は、競技の透明性を高め、更に健全な組織づくりとなるため、 

加盟団体会議等において関係団体等へ JSAA における仲裁制度に関する情報を提供

するとともに、規程の設置推進を実施します。 

 

 

２２補補償償制制度度のの推推進進  

２２  補補償償制制度度のの推推進進    

①①ススポポーーツツ安安全全保保険険のの加加入入促促進進 

 

＜＜現現状状＞＞  

スポーツ安全保険は、団体活動中における事故が補償される制度です。スポーツ活動、

文化活動、ボランティア活動、地域活動、レクリエーション活動などを行う４名以上の

団体が対象となります。本協会は、加盟団体やスポーツ少年団、地域等で活動するクラ

ブやサークルなどの団体に対し、団体活動中に発生する怪我や損害等に備えられるスポ

ーツ安全保険の加入促進を図っています。 

 今後も積極的に周知を行い、より多くの方々に安心してスポーツを楽しんでいただけ

るよう、スポーツ安全保険への加入を推進していきます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

多くの方々が安心してスポーツ活動に取り組んでいただくことを目的とし、スポーツ

を行う団体に向けてスポーツ安全保険の加入促進を行います。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））市市町町村村及及びび加加盟盟団団体体登登録録者者へへのの広広報報  

本協会の加盟団体会議において、保険についての専門知識を有する保険会社の方
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を招き、スポーツ安全保険の説明を行っていただいています。今後も市町村や加盟

団体と連携し、より多くの方にスポーツ安全保険制度を広く伝えていきます。 

 

２２））本本協協会会イイベベンントト参参加加者者・・各各施施設設利利用用者者へへのの広広報報  

各種イベント等のプログラム広告への掲載や、各施設窓口でのポスターやデジタ

ルサイネージでの掲示によりスポーツ安全協会の周知を図ります。また、各種イベ

ント等でスポーツ安全協会ブースを設けて資料設置を行うなど、スポーツ安全保険

の更なる加入に繋げていきます。 

 

 

②②ススポポーーツツ傷傷害害見見舞舞金金制制度度のの活活用用 

 

＜＜現現状状＞＞  

スポーツ傷害見舞金制度は、1991年（平成３年）に一般財団法人仲田育成事業財団

と県教育委員会の出資により基金（現「スポーツ傷害見舞金積立資産」）を設け、本協

会が主催する各種事業、県教育委員会や加盟団体等が主催するスポーツ大会等におい

て、万が一活動中に重篤な傷害などがあった場合に見舞金を給付する制度です。 

本協会では、この制度の対象となる団体に対し、各種会議などを通じ見舞金制度の

周知を行ってます。 

 

＜＜目目標標＞＞  

本協会加盟の市町村体育・スポーツ協会や、競技団体等が主催するスポーツ大会等で

万が一怪我があった際に、スポーツ傷害見舞金を活用していただけるよう、制度の周知

を行っていきます。 

 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））制制度度内内容容のの広広報報  

各スポーツ大会等で不測の事態があった際にスポーツ傷害見舞金を活用いただく

ことは、選手や大会の円滑な運営に対しての支援になるため、加盟団体会議におい

てスポーツ傷害見舞金制度の説明を行い周知を図ります。 
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③③主主催催者者賠賠償償責責任任保保険険のの継継続続加加入入 

 

＜＜現現状状＞＞  

近年、イベントなどで発生したトラブルなどにおいて、主催者の責任を問われるケー

スが多くなっています。本協会では、山梨県体育祭りや山梨県スポーツ・レクリエーシ

ョン祭をはじめ、本協会が主催する各種スポーツ大会、イベント等において起こりうる

損害賠償事故において補償ができる体制を整えるため、平成 26 年度から、加盟団体も

被保険者となる主催者賠償責任保険に加入しています。 

様々なスポーツ大会やイベントでの不測の事態に備えられるよう、今後もこの保険へ

の加入を継続していきます。 

 

＜＜３３年年後後のの目目標標＞＞  

スポーツ団体のための主催者賠償責任保険に引き続き加入し、スポーツ大会・イベン

ト等で起こりうる損害賠償事故において補償ができる体制を整えます。 

  

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

１１））保保険険へへのの継継続続加加入入  

主催者賠償責任保険は、加盟団体のリスクマネジメントの一環としても有効であ

る保険です。安心して主催事業を行えるようにするためにも、主催者賠償責任保険

に継続して加入します。 

 

２２））加加盟盟団団体体へへのの周周知知  

主催者賠償責任保険に加入することによりスポーツ選手などへの補償の充実に 

繋がると考え、加盟団体会議において積極的に保険内容等の周知を行います。 
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　　　　策定協力

役役　　職職 氏氏　　　　　　名名 所所　　　　　　　　　　　　属属

委 員 長 岡 部 和 子
山 梨 県 ス ポ ー ツ 協 会 理 事
山 梨 県 女 子 体 育 連 盟

副委員長 小 俣 宏 記 学 識 経 験 者

委 員 甘 利 久 大 月 市 ス ポ ー ツ 協 会

委 員 小 澤 洋 公 益 財 団 法 人 甲 府 市 ス ポ ー ツ 協 会

委 員 金 子 寛 山 梨 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

委 員 小 林 長 富 富 士 河 口 湖 ス ポ ー ツ 協 会

委 員 千 野 文 雄 甲 斐 市 ス ポ ー ツ 協 会

委 員 古 屋 速 人 山 梨 県 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

委 員 村 松 直 樹 公益財団法人南アルプス市スポーツ協会

委 員 村 松 久 義 総合型 地域 スポ ーツ クラ ブ連 絡協 議会

委 員 望 月 悟 南 部 町 ス ポ ー ツ 協 会

委 員 山 田 清 次 山 梨 県 ス ポ ー ツ 少 年 団

委 員 横 瀬 喜 一 郎 甲 州 市 ス ポ ー ツ 協 会

委 員 米 山 正 仁 山梨県観光・文化スポーツ部スポーツ振興課

委 員 渡 邉 悟 山 梨 県 ス ポ ー ツ 指 導 者 協 議 会

委 員 渡 辺 利 彦 公 益 財 団 法 人 富 士 吉 田 ス ポ ー ツ 協 会

＜＜策策定定協協力力＞＞

武 井 多加志 山山 梨梨 県県 競競 技技 力力 向向 上上 対対 策策 本本 部部

遠 藤 俊 郎 山山梨梨県県ススポポーーツツ協協会会ススポポーーツツ医医・・科科学学委委員員会会

公公益益財財団団法法人人山山梨梨県県ススポポーーツツ協協会会ススポポーーツツ振振興興委委員員会会

本　部　長

委　員　長
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